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1 目     的

ライ麦は,越冬性 。収量性が高く,二毛作・ 輪作体系で

の冬作物として広く栽培されており,収穫適期は出穂期と

されている。しかし,こ の時期での収穫では,収量的に最

上であっても,質的にはCP(粗蛋自質)の面で他の早春

期の飼料作物と比較して劣ることから,栄養性の向上を図

ることを目的に越冬性の高いマメ科作物・ ヘアリー
ベッチ

の混作栽培技術について検討した。

2試 験 方 法

各種試験の概要は以下のとおりである。

(J 混播密度

ライ麦品種 春一番
基準播種量 ライ麦 8″/10α ,ベッチ 10tF/10α
混播播種量
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12)ヘ アリーベッチ高密度混播

表 1 混播密度と作物の生育収量
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6)混播播種期 : 供試品種は春一番及びサムサンラズ

とヘアリーベッチ。播種量はヘアリーベッチ75″ /10″ ,

ライ麦175″ /10ク 。施肥量はN35,P205150、
K20100″ /10α o 15″ 3反覆。

●)ラ イ麦播種期 : 供試品種は13)に 同じ,播種期は 9

月20日 , 9月 29日 ,10月 5日 , 10月 10日 ,畑[量は,611年 :

N50. P20664, K2057″ /10α 。 63年 :N35,
P205150,K20100確 /10α ,播種法は61年単播 ,

63年混播。

6)施肥量と混播 : 春一番とヘアリーベッチを用い,

播種量は夫々175+75● /10′ で実施。N施肥量は0,

175,350,525,70049/10α 区を設けた。
'区
9プ 3反復。

16)混播による粗蛋自質 : 62年 と63年に実施した試験

区,実証区の試料を用いた。

イ〕 収穫作業性については当場実証圃において反転作業

を中心に調査した。

3 試験結果及び考察

0)播種密度 : ライ麦20″・ ヘアリーベッチ75″
の区が,ヘアリーベッチ混入率で,乾物ベース70%と 最

上であった (表 1,表 2)。

9)播種期 : 二毛作体系の中では,播種限界は9月 30

日程度と思慮される (表 3)。 また,表 4か らライ麦の品

種については,春一番よりも越冬性の高いサムサシラズの

方が安定的に収量が高い。特に,9月 中に播種できなかった
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表 2 ベンチ高密度混播と収量性

区 分
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表3 混播播種期と収量

区  分
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表4 ライ麦の播種期と収量

区 分
項 目

品種
生草量
010の
乾物量
(ワllの

乾物率
(%)
摘  要

春  一 714 1,4 61

サムサシラズ 168 61年収
'

春  ― 1 433

サムサンラズ 4460 60年収
'

5 1 562 61

0 サム,シ ラズ 4 54' 61年

春  ― 10● 61年

i種 サムサンラズ 0622 4'| 1 61年

場合を想定しても,相応の収量は期待できると思慮される。

3)施肥レベル : 窒素施用量が少ないほどマメ科混入
率が高い。一方,窒素施用量が増加するほど収量も増加す

るが,窒素区分で350場/10α 以上になると,ヘアリーベッ

チの混入割合が乾物ベースで 7%未満になり,その分CP
収量も減少していく傾向にある。ヘアリーベッチの混入割

合が 7%以上で,ある程度の収量が確保できる約 2ん。/10
αの施用が適当と思慮される (表 5)。

14)混作による栄養性の把握 (CPの 向_ヒ): 乾物中

乾物収量を最大に保ちな

から ヘアリーベッチの混入
率が乾物で7%程度となる。

のCP含有率は,ラ イ麦単播では出穂期で 9%前後と低い

レベルであったが,混播にした場合では16%前後と約 7%
の上昇がみられた (表 6)。

15)収穫作業性 : ライ麦は収量が高いが,出穂期以降
倒伏し始める。 5月 18日 で倒伏率 30%く らいであった。し

かし,モア・ コンディショナーでの刈取りには,作業能率・

損失率にはほとんど影響はなかった (データ省略)。

(使用機械 :ビ コンKM 241)。

乾車収穫については,モ ア・ コンで刈取り後, 1日 2回

の反転を晴天下で4日連続行っても水分約34%ま でしか乾

燥せず,こ の時期でのライ麦・ ヘアリーベンチ混作の乾草

調製は困難であった。しかも,ヘアリーペッチの葉部の脱

落割合が大きく,乾物レベルでCPが約065%の低下がみ
られた。

以上のことから,ラ イ麦・ヘアリーベッチの混作栽培に

おいては,水分50%程度以下ではテッダがけは行わず, レー

キで集草し,サキレージ利用とするのが適当と思われる。

2播 種 期

3施肥基準

注 指導上の留意点
① 裏作の播種は 適期播種を守る。
② ライ麦の播種は越冬性の高い品種を使用する。
③ ライ麦 ヘアリーベッチの高水分サイレージは り1汁処
理に+分留意する。
④ 半乾サイレージを実施する場合には 乾燥度合と反転作
業によるヘアリーベッチの葉部の脱落に十分留意する。
0 半乾サイレージ調製には, ラップマシーンを使用すると
良質のものが安定的に生産され,ま た作業性の面でも優れ
ている。

4 ま  と  め

以上のような試験結果から,ラ イ麦・ ヘアリーベッチの

混作栽培技術について,表 7の技術指標を守っていけばC

Pの向上割合については有用であると判断された。

表 5 施肥量と混播作物の収量
ヘアリーベッチ

生草重
(″Юの

乾物率
(%)

表6 混播による粗蛋白質 (CP)量の増加 表7 ライ麦 ヘアリーベッチの混作栽培技術

ける二毛作ライ

麦 ヘアリーベッチ混作の
播種期は, ライ麦単作とは
ぼ同時期で 播種限界は

'月00日 と思われた。
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